
Title 非蛋白態窒素化合物添加配合飼料の産乳飼料としての効果について

Author(s) 長尾, 保義; 朝日田, 康司; 広瀬, 可恒

Citation 北海道大学農学部附属農場報告, 18, 63-65

Issue Date 1972-03-15

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/13322

Type departmental bulletin paper

File Information 18_p63-65.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



非蛋白態窒素化合物添加配合飼料の

産乳飼料としての効果について

反御家斎における尿素の有効利用は，第一胃内

微生物のウレアーゼの作用によりアンモニアを分

割遊離し，これを菌体内に取りこみ，アミノ般を経

て蛋白質に同化することによってなされる。第一

胃内において，尿素よりのアンモニア分割速度が

急速で、菌体内取りこみ速度を著しく上廻る時は，

第 A 胃壁よりアンモニアの吸収が活発に行なわれ

利用率が低下めするのみならず，アンモニア中毒6)

による毒性を発揮することもあるので，第一胃で

の微生物産生酵素による分解1，2，5)が尿素より緩徐

であるピウレット (Biuret)が，反第家畜の飼料蛋

白質の一部代替利用と安全利用の観点から着目さ

れてきている。 CAMPBELL4)等 (1963)は，乳牛の

産乳試験の結果， FCMの生産ではビウレットが

尿素より少しく劣ることを報じているが， KARR7) 

等 (1965)，BOSTON3)等 (1966)の発育中の子めん

羊で、の窒素出納試験成績で、は，むしろピウレッ卜

を窒素{JjJ(、に使用した時の方が，尿素を使用した場

合より僅かに好結果を得ており，必ずしもその成

績は一致しておらない。

この試験は乳牛の配合飼料の蛋白質の一部を尿

素ないしはビウレットで代替した場合の効果を，

産乳成績から検討するために実施した。

-広瀬可恒

乙配合 jポ素添加

丙配合 ビウレット添加

配合飼料の成分;甲配合は市販のくみあい 20

号で，保証成分として，粗蛋白質 20%以と;脂

肪2%以上;粗繊維 10%以下 ;L火分11%以下;

TDN 65%である。乙:to、よび内の配合飼料の配合

処方および可消化養分含量は，第 1表の通りであ

り，組蛋白質含量の約 1/3をぽ素又はピウレット

で補なった。

長尾保義・朝日田康司
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試験設計

試験期間は 1期 3週間とし 3J切を設け，そのう

ち始めの 1週間を予備期とし，後の 2週間を本試

験期とした。 3X3のラテン方絡法により，第2表

に示す期別'M別の飼料処理を行なった。

試験期間は，昭和44年 12月81:1より 45年 2月

8 1' 1 に主る 9;~悶である。

64.0 

2 

試験方法

1. 供試牛および試験設計

北海道大学農学部附属農場繋養のホルスタイン

種牛群中から，産乳量，分娩月日，種付日等ーから

条件の似かよった牛3頭ずつ 4組を選定し，無作

意に 4頭ずつ A，B，Cの3111に分けた。

供試配合飼料は次の 3種とした。

中配合 対照(市販の配合飼料)

11. 



64 

第 2表試験処却!

1洋

1羽 B C A 

乙

丙

叩

第 1 JtlI 

tl'i n JtlJ 
tfiIII 期

飼料給与量の基準は基礎飼料として， 体重550

kg当たり，コーンサイレージ， 24kg;一番刈乾草，

4kg;ビートパルプ， 1 kg;生産宣言]料として，配

合飼料を生産乳量の 1/3量を与えることとした。

3 測定事項

乳量:本試験即jの毎 1:]の搾乳記録を，その期の

乳量とした。

乳)J旨率本試験期の各週の合乳で 21亘)Gerber 

法で測定した。

体重:試験開始時と各期末に，夫々辿続21:lliiJ 

午後 3時に測定した。

III. 結果および考察

各Wl別本試験期間の乳量，乳)J旨量，体重を夫々

表示すれば，第3表のJWりである。

第3表 泌乳:E:，乳脂量，ならひに体重の成品ll

ト31-Jthi67()ltiJlJ35 I /Nd-h946;!657i:百三tl--;-
泌乳量 (kg)

1 1 321.41お5.51刷 lは7.118吋:-370.:，1220.fil叫 14
Jl 

III 

小iii

手L~fi 呈 (g)

1 1 9，4811訊25617，1521山川叫2，吋
Il 

III 

小百十

付、

6::301 5911 5581 6921 2，4711 5911 5~fil 5541 5771 2 ，~481 49β6:341 54:31 6651 2，:3381 7，057 

II 臼~\ 578¥ 557¥ fi5fil ~，4131 5821 5241 55:-31 567¥ 2，2~6\ 495¥ fi:-¥8¥ 554¥ 6791 ~，:-J同 7，附5

III 1 6451 5841 5761 6741 2，4791 5961 5411 55:-31 5791 2，2691 5~2! 6561 5601 6981 ~，4361 7，184 

小計 l即

これらの試験成綴を，配合飼料給与処理別に集

計して第 4表に示したが，対照Ifl配合飼料を与え

た場合の成績を 100とした場合の，乙丙配合飼料

給与時の成績の指数をあわせて示した。

第4表によると，泌乳量，乳)j旨昆:ならびに体重

は，いずれも甲>丙>乙の順となっており，尿素

ないしはビウレット等非蛋白態窒素化合物を添加

して蛋白質の-1fl¥を代替した配合飼料を給与した

場合，やや成績が劣るかの如き結果が得られた。

そこでこの飼料処理による麗乳成績ならびに体重

の差の有志性を，分散分析によって検定した結果

を第5表に示したが， EF'，乙および内配合飼料給与

処理の聞にいず‘れも有志;差が認められなかった。

また試験期別にも有志;差が認められておらず，

第 1JWに全頭が最高手LAl:を示すとは限らなかった

(12 yt中7頭のみ)。 全1t下を通じて対照飼料給与期

に最高乳量を示したものは， fi42号， 652号， 657 

号， 6fiO号の 4頭であり， 1衣素添加i飼料給与WJに最



第4表 飼料別による集計成績

，'，1-rm: 4:-==1 ;~，r I 尿素添加|ビウl 対照飼料| l ! l配合飼料!添加配合飼料申)l i 
l(乙丙)

泌 手乳L 量 (仇k阿凶gω え叩2，53広日533.8

{ 同指閥数は岬淵川Iω削削0ω附0町~~…人と削州) 

乳 脂 量(匂g) I 9倒4，3臼 9仰O伐叩，5臼26! 9児2丸日5応5応51

竺一L一_1 (1酬O∞側O肋)1 (θ閣95則州5臼9的川)川 (9鈴拡飢8.剖.1幻) 

f休本 重 l供kg必)I 5ω94 I 58邸5 I 5閃91

一 (洞同附問指数釦) 州1ω削川0∞川Oω)1い川(ρ附附9ω蜘8臼川5町)川iθ 
第5表 産手乳L成f績Z立iおよび休重の分昔散主分析

要 因 | 平方稿自由度|平均平方 IF 
泌乳量

1伴 I司 3，856.9 2 

飼料開 2 231.2 1 <1 

JUI 出1 1，587.7 2 79:1.8 1 <1 

方絡誤差 853.2 1 ，: 
反復誤差 214，109.0 、27 7，9:jO.0 

乳脂生産量

1'fs n司 11，140.009 2 I 5，570.0:14 <1 

飼料!日l 612.8Hi 2 :j06.408 <1 

JVJ 1I司 4ヲ5:11.%4 “ ，) 2，265.977 <1 

ブyj各誤差 1，857.:167 2 928.684 <1 

反復誤差二 174，621.11::1 27 I 6，467叫

体 重

在千 日司 2 8，218 I 2.5:1 

飼料開 547 d ワ 274 <1 

NI i間 し41:1 ワ戸 706 <1 

プJ格誤差 194 2 97 <1 

反復誤差 87，866 27 3，254 

il苦手L量を示したのは， 610号， 669号， 671号， 694

号の 41iIt ビウレット添加飼料給与期に最高乳量

を示したものは， 635号， 654号， 665号， 670号の

4頭と頭数的には 3飼料処理に等しく分布してい

る。乳脂量，体重についても，ほぼ同様な現象が

うかがわれ，尿素やビウレットで配合飼料中の蛋

由貿の一部を代替しても，産乳成績ならびに体重

の維持に明確な悪影響をおよぼすことなく，ほぼ

対 W~飼料給与時なみの成績をおさめることができ
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ること，ならびにピウレット添加による蛋白質の

一部代替は，尿素の添加に優るともきち、らないもの

であることが考察される。特にビウレットは反1fJ

動物にとって，安全度が尿素より高いことが指摘

せられているので，今後肉用牛および乳用牛用配

合飼料の蛋白質飼料の代替用窒素化合物として，

その活用が期待される。

111.要約

非蛋白態窒素化合物として，尿素ないしはピウ

レッ卜で蛋白質の一部を代替とした2種の添加配

合飼料の価値を検討するために， 甲配合飼料(市

販の配合飼料)を対照とし，乙配合飼料(尿素添加

飼料)ならびに，丙配合飼料(ビウレット添加l飼

料)の 3種の配合飼料を用いて， ホルスタイン種

泌乳牛 12頭を 3'lWi二分け 1期を 3週間とし， 3 Jm 

にわたる 3x3のラテン方格法により，乳量，乳JJ旨

量ならびに体重を測定した。

乳量，乳脂量ならびに体重においては， ¥， 、ずれ

も甲>丙>乙の順となったが，その差はいずれも

僅少でこれらの飼料処理聞の有意差とは認められ

なかった。この結果から，尿素やビウレットで配

合飼料中の蛋白質の 1/3を代替しても，j/t乳成績

ならびに体重に悪影響を及ぼすことなく有効に使

)刊できるものと思料される。
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